
新たな苫小牧市総合計画の策定の概要

苫小牧市総合計画の位置づけ

 苫小牧市自治基本条例により策定が義務化

 苫小牧市の最上位計画

 効率的な行政施行を推進するための指針

 市と市民がまちづくりを進めていくための行動指針

 まちの将来像

計画策定において求められる基本的視点

 本市の将来像を見据えた計画策定

 社会経済環境の変化や地域のニーズに的確に対応した計画策定

 地域の資源を活かす計画策定

 「コミュニティ・互助・協働」の新たな形を見据えた計画策定

 地方創生と連動した計画策定

 最近策定（又は策定予定）の個別計画と整合性のある計画策定

 市民の共感と信頼を得るためのわかりやすい計画策定

第５次総合計画

人間環境都市

新たな総合計画
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基本計画の中間年での改定

アンケート調査を実施
施策を評価・見直し

人口ビジョン・総合戦略

人口減少問題に
特化した戦略の策定

市民自治・市民参加

市と市民が一緒になって
まちづくりを進めるために、
市民の意見が反映された
計画を策定する必要がある。

総合計画市民懇話会の設置

・経済情勢の変化
・地域環境の変化
・働き方の変化
・グローバル化の加速
・進む人口減少・高齢化
・市の財政状況の変化

総合計画市民懇話会の設置概要

 市民や各界の有識者から構成

 市民や各界の代表者として、市政全般や各

分野における課題等の意見を頂くとともに、

将来のまちづくりにおいて取り組むべき施策

などの提案を頂くことを目的とする。

 懇話会にて、挙げられた意見・提案を踏まえ、

市で新たな総合計画の素案を作成する。

資料１


